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I.緒論
アルコールはもともと果実や穀類から発酵という
自然現象により作られるものであり、飲酒という行
為は人類の歴史と共に歩んできたといっても過言で
はないだろう。特に農業が効率よく営まれ、余剰が
出るに至って酒は一般大衆のものとなった。第二次
世界大戦後の経済復興は、世界各国に飲酒量の急激
な増加をもたらし、わが国でも大戦後、酒類の需要
供給量は直線的に急増した。また、わが国での女性
の飲酒者は従来、社会道徳的通念上少なかったが、戦
後、女性の社会への進出、意識や行動の変化等が女
性の飲酒率を高めたといわれる??。それに伴い、男女
同様のアルコール摂取に起困する様々な健康障害が
懸念されている???。一方、経口女性ホルモン剤は避
妊を目的として1960年に米国で初めて許可され、全
世界にその使用が広まった薬物である。その後、ス
テロイド含有量を減少させた低用量ピルが開発さ
れ、安全性も一段と高まったといわれる??。現在、約
150ケ国で認可され、約8,000万人の女性が使用して
いるといわれている??。それに対し、わが国では、ま
だ産婦人科領域の治療薬として使用が認められてい
るにすぎないが、それでも70～80万人の女性が服用
しているといわれる。従って、世界的にアルコール
と経口ステロイドホルモン剤（OCS）は同時に、し
かも閉経前の女性によって長期にわたって摂取さ
れ、生体の機能にさまざまな影響を及ぼす可能性が
考えられる??。
そこで本研究では、アルコールの有害性が同時に
摂取されるOCSのような生体異物によって増幅さ
れることがあるか否かの糸口をつかむため、アル
コールと薬物の代謝の主たるステージである肝での
関連代謝酵素、すなわちアルコール代謝酵素として、
カタラーゼ、アルコール脱水素酵素（ADH)、ミクロ
ソームエタノール酸化系（MEOS)、薬物代謝酵素と
してチトクロームP-450（P-450)、グルタチオンS
―トランスフェラーゼ（GST）に及ぼすエタノール
とOCSの単独、あるいは組合せによる影響につい
てラットを用いて検討を行なった。因みに、アルコー
ルは摂取されると1時間以内に消化管を経て血中に
吸収され、種々の臓器に分布するが、体内に入った
アルコールの90%以上は肝臓において、アルコール
代謝酵素であるADH、MEOS、カタラーゼ等により
代謝される???。そして、これらの酵素によりアル
コールはアセトアルデヒドになり、さらにアルデヒ
ド脱水素酵素の作用により酢酸になり、TCA回路
を経て最終的に呼気中に排出される??。通常、主たる
アルコールの代謝はADHにより行なわれ、ADH
よりKm値が数倍高いMEOSは飲酒量の増加や飲
酒期間の長期化した際にADHを補足する形でアル
コール代謝に関与するとされている???。また、カタ
ラーゼのアルコール代謝における生理的意義は寡少
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であるとみられている???。なお、MEOSは本質的に
はミクロソーム酵素系であるため、他のP-450を中
心とした一酸素原子添加酵素やGSTなどの薬物代
謝酵素にも関わりをもつことが予想される???。
I.実験方法
1) 実験動物と飼育方法
生後8週齢のWistar系雌ラット（日本チャール
ズリバー株式会社）を対照(C)群、エタノール単独
投与(E)群、OCS単独投与(O)群、エタノール・
OCS同時投与(E＋O)群の4群に分け飼育した。飼
料はAIN76の組成に準じた。エタノールは10%
（V/V）で飲料水中に混入し、OCSは飼料1 kg当た
りノルエチステロン1.5 mg、メストラノール1.075
 
mgをそれぞれ添加した。さらに、いずれの群の飲料
水にも1 l 当たり、ショ糖（Sucrose）50 gとNaCl
 
4 gを溶解させた。さらに、エタノール非投与群（C,
O群）には上記の10%エタノール溶液に相当するカ
ロリーのショ糖を飲料水に溶解して摂取させた。給
餌に際しては飼料・飲料水の各々、摂取量の少ない
群とその他の群が栄養学的に同等になるように飼
料、飲料水の投与量を調節し、格差が生じないよう
にした。そして、2週、4週、8週、16週の所定期間
飼育後、披験動物を屠殺した。
2) 酵素活性測定
動物を1日絶食後に脱血死させ、0.15 M KClで肝
臓を灌流して摘出した。さらに0.15 M KClを用い
て、25%（W/V）の肝ホモジネートを作成した。ホ
モジネートは10,000×g、30分間、0°Cで遠心分離を
行い、さらにその上清を105,000×g、30～60分間
（ADH,MEOS活性測定では30分間、P-450量、
GST活性測定では60分間)、4°Cで遠心分離を行な
い、その上清をサイトソール画分、沈殿を80 mMリ
ン酸緩衝液（pH 7.4)、または0.15 M KClで再懸濁
（MEOS活性測定では80 mMリン酸緩衝液、P-450
量測定では0.15 M KCl)したものをミクロソーム画
分とした。試薬はいずれも市販特級品を用い、以下
のように測定を行なった。
① カタラーゼ活性測定
Aebiの方法???を基に行なった。基質としての100
 
mM NaBO?・4H?O(Sodium Perborate)3.0 mlと
50 mMリン酸緩衝液（pH 7.0）1.0 mlを50 ml容
Erlenmeyer flaskに入れ、20°Cで10分間予備加熱
した。次に25%ホモジネートをトライトンXで
250倍に希釈した1.0 mlを予め20°Cで2分間予備
加熱し、前者に加えて酵素反応を開始させた。20秒、
30秒、40秒の反応後、1 M H?SO?3.0 mlをそれぞ
れ加えて反応を止め、未反応の基質を0.01 M
 
KMnO?で逆滴定した。酵素活性は各時点でのKか
ら最小二乗法の一般式により t＝0のときの値を求
めてLuck U(Unit)???として表わした。
② ADH活性
Bonnichsen and Brinkの方法???により測定し
た。基質として96% Ethanol 0.1 ml、0.1 Mグリシ
ンNaOH緩衝液3.0 ml、1%(W/V)NAD溶液1.0
 
mlを混合し、25°Cで3分間予備加温したものに、グ
リシンNaOH緩衝液で希釈した酵素源(サイト
ソール画分)0.l mlを加え、石英セル中で吸光度の増
加割合を340 mmで3分間比色した。なお、盲検は
Ethanolの代わりに蒸留水を用いた。酵素活性は、
NADHのモル吸光係数よりNADの還元量で表わ
した。
③ MEOS活性
Lieber and Decarliの方法???をもとに行なった。
器具として吸着剤を入れるための副室を設けた50
 
ml容Erlenmeyer flaskを用いた。80 mMリン酸緩
衝液（pH 7.4)3.0 ml（酵素源0.6 mlを含む）中に基
質であるEthanolが50 mM、ニコチンアミドが20
 
mM、MgCl?が5 mM、NADP?が0.3 mM、イソク
エン酸3ナトリウムが8 mM、そしてイソクエン酸
脱水素酵素が0.34 U/ml???になるようにそれぞれ主
室に入れ、Flaskにフタをして37°Cで5分間予備加
温した。また、副室には0.015 M塩酸セミカルバジ
ド-0.16 mMリン酸緩衝液0.6 mlを入れた。肝250
 
mg由来の酵素源（ミクロソーム画分)0.6 mlを加
え、2分、5分、10分間反応させた後、70%トリク
ロロ酢酸で反応を止め、副室内のセミカルバジド－
アルデヒド結合物（セミカルバゾン）0.21 mlに2.8
 
mlの蒸留水を加え石英セルを用いて224 nmで比
色した。各反応時間でのODより最小二乗法一般式
で傾きを求め、モル吸光係数より1分間に生成され
たアセトアルデヒド量を算出した。
④ P-450含量
Omuraらの方法???により測定した。50 mM Tris-
HCl buffer(pH 7.25;3 mM MgCl?含有）で希釈し
た酵素源（ミクロソーム画分）をガラスセル2本に
分注し、まず一方にCOを1分間通し、400-500 nm
で走査した。次いで両方のセルにNa?S?O?数mgを
加え、よく撹拌した後、再び400-500 nmで走査し、
CO差スペクトルの450 nmと490 nmの吸光度の
差からP450合有量を求めた。
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⑤ GST活性
Habigらの方法???により、基質として20 mM
 
CDNBを用いて測定した。石英セルに0.2 M potas-
sium phosphate buffer(pH 6.5)0.5 ml、20 mM
 
GSH 0.05 ml、希釈酵素源（サイトソール画分）0.45
 
mlを加え、吸光度の増加割合を340 nmで測定し
た。盲検には酵素源の代りに蒸留水を使用した。活
性は1分間に抱合されるCDNBの量で表した。
⑥ タンパク質の定量
Lowryらの方法???により測定した。希釈酵素源
0.2 mlに2% Na?CO?-0.1 N NaOH、0.5% CuSO?、
1.0% KNaC?H?O?・4H?O(ロッセル塩)(50:1:1）
の混液1.0 mlを加え、10分間放置した。その後蒸留
水で2倍希釈したphenol試薬0.1 mlを加え、30分
間放置後、500 nmで吸光度を測定した。なお、標準
には牛血清アルブミンを用いた。
II.結果
1) 一般状態
16週の全実験飼育期間を通し、いずれの群におい
ても外見的変化はなかった。摂取エネルギーを各群
とも同一になるよう調節したにもかかわらずTable
 
1、Table 2に示すように2週と8週でOCSの有無
を問わず、アルコール投与で体重の減少が認められ、
特にC群に比しE群が有意に抑えられた。また8週
ではC群と比べ他の処理群で有意な減少が認めら
れた。しかし、その他の期間では差は認められなかっ
た。
肝の絶対重量と相対重量は、ほぼ同一の動きを示
した。全期間を通じ、E群はC群に比べ有意に減少
した（Table 3,4)。O群はC群に比し、4週でのみ有
意な減少を示した。E＋O群はC群に比べ全期間で
有意な減少を認め、O群と比べると4週以外の期間
で有意な減少を示した。
飼料効率は各群の摂取カロリーが同一になるよう
に調整したにもかかわらず、実験群間で異なった
(Table 5)。E群値は、2週でのみC群値に比し有意
な減少を示した。O群値は、C群値に比し16週を除
く期間で有意な減少を認めた。E＋O群値は、C群、
E群との間に有意な差を認めなかった。しかし、O群
に比べると8週でのみ有意な増加が認められた。
Table 2 Effect of ethanol and/or OCS on final body weight(g).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  186.5±2.3? 207.0±5.2  233.6±2.9?? 237.8±1.0
 
E  173.2±2.1? 204.0±2.1  216.6±4.6? 246.2±5.1
 
O  184.0±3.6  201.0±5.5  218.0±2.9? 236.0±4.3
 
E＋O  176.2±3.4  197.4±2.7  224.5±1.0? 231.5±1.5
 
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 1 Calory intake(kcal/day/rat).
Exp.groups  
kcal from diet  kcal from water
 
2  4  8  16 (weeks) 2  4  8  16 (weeks)
C  26.2  34.6  32.4  34.6  15.2  12.8  15.9  13.5
 
E  27.1  34.4  33.7  33.8  13.4  11.7  13.8  13.2
 
O  24.4  33.3  31.5  34.4  13.8  12.1  15.6  13.3
 
E＋O  26.0  33.8  31.6  34.7  12.7  11.0  15.6  13.1
 
The values are expressed in mean of five rats.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
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2) 酵素活性
① カタラーゼ（Table 6）
E群はC群に比し、全期間を通し高い活性を示す
傾向にあり、特に4週と8週では有意差が認められ
た。O群での活性は、C群に比し2週目で高値を示す
ものの有意差はなく、それ以外の期間でも差は認め
られなかった。E＋O群の活性は、C群に比較して4
週と8週で有意に高かった。しかし、E群と比べれば
4週目で有意に高値を示した以外はほとんど差がな
かった。
② ADH（Table 7）
C群に比しE群の活性は低値を示す傾向にあっ
たが、いずれも有意差はなかった。O群とC群間の
活性にも、全期間を通じ有意差は認められなかった。
Table 3 Effect of ethanol and/or OCS on the absolute liver weight(g).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  10.82±0.76?? 12.02±0.30??? 11.50±0.28?? 11.33±0.08?
E  8.02±0.42? 9.04±0.15? 9.13±0.27? 9.35±0.32?
O  10.69±0.49? 10.16±0.42? 10.62±0.30? 11.16±0.37?
E＋O  8.16±0.28?? 9.10±0.33? 9.59±0.15?? 9.57±0.34??
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 4 Effect of ethanol and/or OCS on the relative liver weight(%).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  5.92±0.10?? 5.81±0.15??? 4.92±0.10?? 4.60±0.10?
E  4.63±0.23? 4.43±0.07? 4.23±0.17? 3.79±0.09?
O  5.80±0.17? 5.07±0.24? 4.87±0.09? 4.73±0.17?
E＋O  4.63±0.13?? 4.61±0.14? 4.23±0.06?? 4.01±0.13??
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 5 Effect of ethanol and/or OCS on the food efficiency
(Body Wt.gain g/kcal).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  2.88±0.12?? 2.61±0.27? 2.26±0.06? 1.26±0.03
 
E  0.48±0.34? 2.53±0.19  1.99±0.13  1.44±0.06
 
O  0.37±0.13? 1.71±0.02? 1.50±0.15?? 1.07±0.17
 
E＋O  0.75±0.97  1.94±0.23  2.28±0.07? 1.24±0.08
 
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
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E＋O群の活性は、4週でC群より低い値を示した。
また、E＋O群は全期間を通じO群とほとんど差が
なかったが、E群に比べ16週目で有意に低い値を示
した。
③ MEOS（Table 8）
E群の活性がC群より有意差を示したのは2週
目だけであったが、E群値はC群値より高い活性を
示す傾向がみられた。O群値も4週目以外は、C群よ
り高い活性を示した。E＋O群の活性は、C群に比し
4週目を除いて有意に高い値を示した。また、E群値
と比較すれば、若千低い傾向を示した4週目を除き、
むしろ高い領向を示し、16週では有意差があった。
Table 6 Effect of ethanol and/or OCS on the catalase activ-
ity(U/mg protein).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  3.00±1.13  11.87±1.18?? 10.37±0.08?? 10.70±2.50
 
E  3.44±1.01  17.89±0.57?? 18.80±1.97? 12.08±0.65
 
O  7.24±3.02  12.56±2.01? 10.36±0.68? 7.69±1.18
 
E＋O  4.01±0.82  21.50±1.14?? 13.87±0.97? 11.48±1.94
 
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 7 Effect of ethanol and/or OCS on the alcoholdehy-
drogenase activity(nmol/min/mg protein).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  6.24±0.54  4.05±0.78? 5.05±0.73  17.25±4.17
 
E  5.54±1.00  1.45±0.57  3.32±0.96  14.42±1.74?
O  5.15±1.13  3.79±1.47  5.49±0.39  6.95±0.74
 
E＋O  7.35±0.86  1.21±0.20? 7.42±2.17  8.16±1.36?
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 8 Effect of ethanol and/or OCS on the microsomal ethanol oxidizig system activity(μmol/min/mg protein).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  1.15±0.09?? 0.48±0.09  0.35±0.03? 0.52±0.02?
E  1.69±0.08? 0.65±0.07  0.47±0.11  0.58±0.13?
O  2.22±0.53  0.41±0.05  0.57±0.10  0.72±0.14
 
E＋O  2.75±0.40? 0.47±0.14  0.57±0.06? 1.06±0.13??
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
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さらに、E＋O群の活性は全期間を通し、O群の傾向
と類似していた。
④ P-450（Table 9）
E群の含量は、4週目を除きC群より有意に高
かった。O群では期間によって異なり、C群に比し2
週目では有意に低く、8週目では有意に高く、そして
4週目と16週では差がなかった。E＋O群は、C群に
比し8週と16週の実験の後半で有意に高い含量を
示した。さらに、O群と比較すれば8週、16週以外
に2週でも有意に高値を示したが、E群との間では
全期間を通しP-450量にほとんど差を生じさせな
かった。
⑤ GST（Table 10）
E群の活性は8週でのみ、C群より有意に高かっ
た。O群とC群の間には、いずれの期間でも差は認
められなかった。E＋O群はC群とは8週で、O群と
は4週でいずれも有意に高かったが、E群とはいず
れの期間でも有意差が認められなかった。
IV.考察
洋の東西を問わず古来から人類に親しまれ、食文
化にも大きく開わってきたアルコール飲料の成分で
あるエタノールは、約7 kcal/gのエネルギーを有す
ると同時に、アセトアルデヒドという有害な代謝物
を産出して様々な障害を惹起する生体異物でもあ
る。従って、従来から栄養学的あるいは食品衛生学
的にエタノールと生体機構とのかかわりを調べた研
究は多い。本研究は昨今の食生活に鑑み、エタノー
ル代謝に直接関与する3種の酵素とその代謝物の排
除に関わる抱合反応酵素に対するエタノール自身の
影響、さらにはエタノールと共に摂取される様々な
生体異物の代表として経口女性ホルモン剤（OCS）
を選び、それらが組合わされた場合の影響を雌性
ラットで調べたものである。アルコールの障害には
急性的なものと慢性的なものとが考えられるが、本
研究においては、後者の観点から実験飼育期間を16
週までに設定した。すでにエタノールとOCSはそ
れぞれ被験動物の食欲を滅退させることが報告???
Table 9 Effect of ethanol and/or OCS on the P-450 content
(nnol/mg protein).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  0.506±0.031?? 0.495±0.068  0.484±0.027??? 0.785±0.082??
E  0.694±0.050? 0.603±0.046  0.962±0.040? 1.295±0.116?
O  0.391±0.017?? 0.364±0.064  0.625±0.024?? 0.842±0.075?
E＋O  0.748±0.095? 0.452±0.037  1.052±0.118? 1.285±0.136?
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
 
Table 10 Effect of ethanol and/or OCS on the glutathion S-
transferase activity(μmol/min/mg protein).
Exp.groups  
Experimental duration(weeks)
2  4  8  16
 
C  0.957±0.052  0.640±0.037  0.631±0.029?? 0.485±0.030
 
E  0.898±0.069  0.671±0.074  0.959±0.100? 0.538±0.026
 
O  0.851±0.080  0.568±0.045? 0.768±0.103  0.471±0.044
 
E＋O  0.992±0.053  0.763±0.055? 0.962±0.077? 0.554±0.020
 
The values are expressed in mean±SE of five rats.
Values folowed by a common superscript latter are significantly different at P＜0.05.
Abbreviation:C,control;E,ethanol;O,OCS;E＋O;ethanol＋OCS
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されているので、本研究では飼育期間を通しエタ
ノールやOCS投与によるエネルギー摂取の不足を
きたさないようエタノール非投与群にはエタノール
のカロリーに相当するショ糖を加え、OCS無処理群
の給餌量を制限した。それにもかかわらず、両物質
の処理の結果によって体重増加の抑制、従って飼料
効率の低下が随所で認められた。このようなアル
コールの投与結果については、アルコールの継続投
与によるMEOS活性亢進のためにNADPHとO?
の必要性が高まるとともに熱が発生し、エネルギー
の損失をまねくという機序が考えられるのかも知れ
ない?????。一方、OCSが飼料効率を低下させた結果
はKankeらの報告??にも一致する。
1) アルコール投与の影響
カタラーゼ活性は本実験において、アルコール投
与によって有意な増加、もしくは増加傾向を示した。
これらは活性上昇を認めている満田ら???や、変動し
ないとするIshiら???の結果とそれぞれ一致するも
のと思われる。カタラーゼ活性は、エタノール量よ
りはむしろ生体内で発生するH?O?量に依存するも
のと考えられているが???、生体内に生成される
H?O?量には限度があるため、カタラーゼは活性が
亢進してもアルコール代謝の主役とはならないであ
ろう???。
ADH酵素活性はアルコール投与期間の長短を問
わず、低下傾向を示した。この結果は変化なしとす
るLieberら???、Kalantら???の報告や、有意な低下
を示すとするSalaspuroら???、伊藤ら??の結果と一
致するものと思われるが、逆に上昇を認めた報告???
もある。これらの矛盾は、実験条件の違いに由来す
るものと思われる。本酵素活性の低下は生体にとっ
て有利な現象とは思えないが、その機序として細胞
膜の透過性の変化による酵素の持続的逸脱、たんぱ
く合成能の低下等が考えられる???。
MEOSはミクロソーム系酵素であり、P-450を中
心とする薬物代謝酵素と同一視する見方が多い???。
本実験においてはP-450と酵素活性が類似した挙
動を示したものの、細部では一致しなかった。これ
は、P-450には様々なアイソザイムが存在すること
が知られていることから、両者は互いに異なったア
イソザイムのP-450に依存する酵素であるかもし
れない??????。本酵素活性に対し、エタノール投与は
有意な増加、または増加傾向を示し、Ishiら?????の
結果と一致した。Lieberら???によればエタノールの
血中濃度が高いとき、あるいは投与が長期に及んだ
際に、MEOS活性のアルコール代謝への寄与が大き
くなるとされており、本結果とも矛盾しない。GST
はエタノール代謝に直接関与はしないが、エタノー
ル代謝により生成するアセトアルデヒドが生体内に
存在するグルタチオンに抱合されることを示唆する
報告もある???。本酵素に対するエタノールの作用は、
有意な活性上昇、もしくは上昇傾向を示した。
2) OCS投与の影響
カタラーゼ活性に対するプロジェステロンが、エ
ストロジェンよりも多いOCSの影響を調べた文献
は見あたらない。しかし、OCSによってカタラーゼ
活性に有意な差違を認めなかった本結果は、エスト
ロジェンによって変化がなかったとするTeschke
らの報告???で部分的には支持される。ADH活性は
本実験において、OCSによって減少傾向を示した。
この結果は、明らかな減少を報告している井出ら???
の結果に類似しているが、逆に上昇や上昇傾向を示
す報告????もあり、まだ統一された結果が得られて
いない。これらの違いは、実験条件の違い、特に使
用ホルモンの組成に起因するものと思われる。
MEOS活性は、OCS投与によっても上昇傾向を示
したが、すでに本研究室においてもP-450量や薬物
代謝酵素活性を増加させることを報告しており、女
性ホルモン剤は一般的にミクロソーム酵素の誘導剤
とされている???。
GST活性に対するOCSの影響については、
Singhら???がすでに減少させることを報告してお
り、本実験の結果はそれを再現したものといえる。
3) エタノールとOCS同時投与の影響
カタラーゼ活性に対するOCSとエタノールの同
時投与の結果は、一時期エタノール単独投与時の活
性を上回ることがあったものの、最終的にはその差
が消失した。この結果もエタノール単独とそれにエ
ストラジオールを同時投与したものとの間に差を認
めなかったとするTeschkeらの報告???と一致する
ものと思われる。
ADH活性でのOCSとエタノールの同時投与は、
投与期間によってやや異なるものの、最終的にはエ
タノール単独投与時の活性よりも有意に低く、アル
コール代謝が円滑にいかない可能性を示唆する。こ
れに対し、Teschkeら???は、高かったとしているが、
彼らの結果は、エストロジェンのみにより得られた
結果であり、本実験の条件とは明らかに異なる。
MEOS活性はOCSとエタノールの同時投与に
よって一時期（4週）を除き、エタノール単独投与結
果を凌ぐ活性を示し、本酵素のアルコール代謝への
寄与の度合の増大が伺えた。
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GST活性におけるOCSとエタノールの同時投与
の影響に関しては他者の報告は皆無であるが、本結
果はエタノール単独投与のそれとほとんど差がない
ことを物語っている。
V.結論
元来、アルコール代謝への寄与率が低いとされて
いるカタラーゼは、エタノールによって活性の増大、
または増大する傾向がみられたが、それにOCSが
同時に加えられても大きな変動はなかった。ADH
の活性は、全期間を通してエタノール投与によって
抑制されがちであり、OCSの同時投与はさらにそれ
を顕著なものとした。MEOSは、エタノールによっ
て終始高い活性を示す傾向にあり、それはOCSの
同時投与によって、より一層高められ、あたかも
ADH活性の低下をカバーするが如き挙動を示し
た。
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Summary
 
The effect of alcohol and/or oral contraceptive steroid hormone(OCS)on hepatic alcohol and drug
 
metabolizing enzyme systems in rats was investigated for a period of 16 weeks.Feeding of alcohol and/or OCS
 
led to increase of catalase and MEOS activities and led to decrease of ADH activities.On the basis of the results
 
obtained in the present study,it may be suggested that alcohol and OCS reduces the detoxification of many
 
xenobiotic compounds.
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